
第2回 D-pcaの集い－「人」と「自己」と「仏法」との出会い・出遇い－

呼びかけ：

D-pca、これは仏教（真宗）と「人間中心のアプローチ（C.ロジャーズ）」との深い交流から生ま

れてくるアプローチです。「仏法を基底にした人間中心のアプローチ：D-pca」と呼びます。その場

を提供しようと思い立ちました。

この集いの様子はこんなです。基本的には車座になって自由に過ごします。私たちは日々悩

みの中で生きています。そんな中でその日常生活を一旦止めて、自分を振り返り、自分を探究し

ます。またその状況や思いを参加者と共有します。これはとても大きな支え合いです。

この場には、「世話人」と呼んでいる人がいます。この人はD-pca独自の「仏法を基盤とした成

長促進的態度（育ち合う人間関係）」でもって、参加者が自由に自己を探究し、表現しやすい雰

囲気を醸し出すことに専念しています。時には、世話人からの自己開示も起きます。それが参加

者の自己探求を促進することになります。

さて、その自己探求ですが、「育つ」と呼ぶことにしています。D-pcaの集いではこの「育ち」に

二重の意味があると思います。1つは、「一致」です。もう1つは、真宗で呼び習わされてきた「お

育て」です。

まず、第1の「一致」。これは、自己の中に流れている感情、これは刻一刻変化していますが、

その流れを否定せずに気づき、それに沿っていくことです。それによって外から動かされていた

自分に気づき、自分本来の中から生まれてくる流れに沿って動いていく態度が拡大していきま

す。自由な心境です。これは健康な心の状態と大きく関係しています。

さらに第2の「お育て」です。これは仏法の働きにふれてこちらの本当のありように気づかされ、

本願力に出遇う身にさせていただくということです。仏陀の世界と衆生の世界あまりにも違うため

に仏陀のイメージが届かない。それをあらゆる手段を講じて衆生に働きかけてそれを受け取れる

ような力量に育て上げていく力が仏法にはあり、さらに窮極のめざめ（廻心）に至らしめる大きな

働きがあります。

「D-pcaの集い」にはこの2つの「育つ」が二重に存在しています。これによって従来のカウンセ

リング・グループだけでは得られない根底の自分自身に気づかされますし、さらにこれまた従来

の聴聞法座だけでは得られない自分自身を通した具体的な聴聞をすることが出来ることでしょ

う。深い意味での「育ち合う場」です。

言葉ではややこしくなってしまいます。何よりも体験的に理解していただくのが一番です。関心の

ある方ならどなたでも参加出来ます。お出会いを楽しみにしています。



日時： 2019年10月20日（日）午前10時～午後5時

定員：8名。2名より行います。

場所：D-pcaセンター 相生市那波東本町６－４ (JR相生駅より徒歩10分)〒678-0056

（前泊、後泊される方は、JR相生駅前にビジネスホテルがあります。

別途案内いたします。）

参加費：9,000円（昼食は含みません）

連絡先・申し込み先：D-pcaセンター 山下和夫

世話人： 山下和夫

1952年生。龍谷大学大学院社会学研究科社会福祉学専攻修了。社会福祉学修士。老人ホーム

生活指導員、児童養護施設児童指導員、カウンセラーとして勤める。主としてC.R.Rogersの来談

者中心療法、パーソンセンタード・アプローチ、仏教（真宗）を学び、実践を重ねてきた。Los Ange

lesにあるAlternative school: "Play Mountain Place"に研修生として滞在。専門学校、短大講

師、関西福祉大学助教授、美作大学生活科学部特任准教授を経て、現在当センター主宰。


